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牧
田
川
に
架
か
る「
橋
爪
大
橋
」の
開
通
を
祝
い
、
２
月
21日（

土
）に
開
通
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
橋
の
開
通
に
よ
り
、

地
域
間
の
交
流
や
物
流
の
活
性
化
、
災
害
対
応
の
強
化
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
式
典
は
大
垣
養
老
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
よ
っ
て
幕
を
開
け
、
関
係
者
ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
く
す
玉
割
り
が
行
わ
れ
、

開
通
を
祝
い
ま
し
た
。
式
典
の
最
後
に
は
、
世
代
を
超
え
て
永
く
受
け
継
が
れ
る
橋
に
な
る
よ
う
願
い
を
込
め
て
、
町
内
の
３
世
代

夫
婦
２
組
を
先
頭
と
し
て
、
参
加
者
に
よ
る
渡
り
初
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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令和８年度の予算が決定

予算総額は206億4,800万円

　

本
町
の
最
上
位
計
画
で
あ
る「
養
老
町
ま
ち

づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」は
、
本
年
３
月
末
で
、
前

半
の
５
年
間
を
経
過
し
ま
す
。
本
町
の
活
性

化
と
発
展
に
よ
り「
養
老
の
明
日
を
拓
く
」た

め
、
後
半
の
５
年
間
に
向
け
た「
養
老
町
ま
ち

づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
・
後
期
テ
ー
マ
別
戦
略
」を

策
定
し
ま
し
た
。
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る
た
め
に
、
や
る
べ
き
こ
と
・
や

り
続
け
る
べ
き
こ
と
は
多
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も「
現
場
主
義
」「
町
民
目
線
」で
町

民
の
皆
さ
ま
と
向
き
合
い
、職
員
一
丸
と
な
っ

て「
全
員
野
球
」で
町
政
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
政
運
営
の
基
本
方
針
と
し
て「
地
域
経
済

の
活
性
化
と
雇
用
の
創
出
」「
子
育
て
支
援
策

の
充
実
」「
健
全
財
政
の
維
持
」「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
推
進
を
通
し
て
の
地
方
創
生
の
ま
ち
づ
く

り
」の
４
つ
を
政
策
目
標
と
し
て
掲
げ
、「
養

老
町
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」と
密
接
に
連
携

し
な
が
ら
、
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

　

厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、

自
治
体
経
営
に
お
い
て
税
収
の
確
保
は
欠
か

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
県
と
連
携
・
協
力
し
、

的
確
な
債
権
管
理
の
徹
底
に
よ
り
、
滞
納
額

の
縮
減
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と

納
税
に
お
い
て
も
、Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
の
改
善
や

返
礼
品
の
充
実
、「
現
地
決
済
型
ふ
る
さ
と
納

税
」の
導
入
に
よ
り
、
多
く
の
寄
附
者
に
選
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

加
え
て
、「
養
老
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
」の
見
直
し
、Ｒ
Ｐ
Ａ
や
生
成
Ａ
Ｉ
の
活

用
、
移
動
型
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
の
開
催

に
よ
り
、Ｄ
Ｘ
の
推
進
お
よ
び
地
域
デ
ジ
タ
ル

化
を
促
進
す
る
な
ど
、
そ
の
他
様
々
な
分
野

に
お
い
て
も
施
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

　

予
算
の
内
訳
は
、
一
般
会
計
が
１
２
５
億
１

０
０
万
円
、
特
別
会
計
が
68
億
２
，
４
２
０
万
円
、

企
業
会
計
が
13
億
２
，
２
８
０
万
円
で
、
総
額

２
０
６
億
４
，
８
０
０
万
円
で
す
。

　

一
般
会
計
は
前
年
度
比
３
．
０
％
減
、
特
別

会
計
は
前
年
度
比
２
．
７
％
減
、
企
業
会
計
は

前
年
度
比
16
．
１
％
減
し
、
総
額
と
し
て
は
前

年
度
比
３
．
９
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
の
歳
入
面
で
は
、
町
税
は
前

年
度
か
ら
０
．
３
％
増
の
34
億
７
，
９
５
４
万
円
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
は
じ
め
と
し
た
寄
附
金
は
前

年
度
か
ら
０
．
６
％
増
の
７
億
７
，
１
１
３
万

円
を
計
上
し
、
地
方
交
付
税
は
前
年
度
比
５
．

９
％
増
の
28
億
１
，
３
７
０
万
円
を
見
込
み
ま

し
た
。

　

ま
た
、
町
債
に
つ
い
て
は
消
防
自
動
車（
救
助

工
作
車
）更
新
の
た
め
１
億
４
，
１
２
０
万
円
、

町
道
の
舗
装
・
改
良
の
地
方
道
路
等
整
備
事
業

債
に
７
，
８
５
０
万
円
を
計
上
し
、
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
事
業
債
や
県
営
ほ
場
整
備
事

業
債
な
ど
、
総
額
で
前
年
度
比
44
．
０
％
減
の

３
億
６
，
５
２
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
度
予
算
は
、「
人
口
減
少
対
策
」「
物

価
高
騰
対
策
」に
関
す
る
施
策
を
重
点
的
に
進
め

る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
、
子
育
て
支
援
と
町

民
生
活
の
安
定
を
柱
と
し
た「
町
民
の
暮
ら
し
を

守
る
堅
実
型
予
算
」と
し
ま
し
た
。
若
い
世
代
の

流
出
を
抑
え
る
た
め
、
子
育
て
支
援
策
の
拡
充

を
図
る
と
と
も
に
、町
の
魅
力
を
全
国
へ
発
信
し
、

関
係
人
口
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
物

価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

も
活
用
し
、
町
民
生
活
を
支
援
し
ま
す
。
加
え
て
、

積
極
的
な
企
業
誘
致
や
既
存
企
業
へ
の
設
備
投

資
の
支
援
、
公
共
施
設
の
計
画
的
な
管
理
、
激

甚
化
す
る
自
然
災
害
へ
の
備
え
、Ｄ
Ｘ
に
よ
る
行

政
・
地
域
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

基
本
姿
勢
・
運
営
方
針

予
算
の
あ
ら
ま
し

　

養
老
町
議
会
第
１
回
定
例
会
が
３
月
４
日（
水
）に
開
会
さ
れ
、
最
終
日

の
19
日（
木
）に
令
和
８
年
度
予
算
案（
一
般
会
計
、
７
事
業
の
特
別
会
計
、

２
事
業
の
企
業
会
計
に
つ
い
て
）が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

承
認
さ
れ
た
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

諸収入 
290,852　2.3%

町税
 3,479,537
27.8%

民生費
4,087,500
32.7%

地方交付税
 2,813,700
22.5%

総務費 2,545,093
20.4%

国庫支出金
1,250,021
10.0%

衛生費
1,280,690
10.2%

教育費
1,123,112
9.0%

公債費
1,013,577
8.1%

繰入金
821,595
6.7%

県支出金
998,238
8.0%

寄附金
771,130
6.2%

地方消費税交付金
765,000　6.1%

町債 
365,200
2.9%

土木費
697,043
5.6%

消防費
841,048
6.7%

一般会計：125億100万円　特別会計：68億2,420万円　企業会計：13億2,280万円
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歳入 歳出

使用料及び手数料
203,559　1.6%
諸収入 
290,852　2.3%
諸収入 
290,852　2.3%
諸収入 
290,852　2.3%

繰越金
200,000　1.6%

地方譲与税
186,794　1.5%

その他　 
355,374　2.8%

町税
 3,479,537
27.8%

町税
 3,479,537
27.8%

町税
 3,479,537
27.8%

民生費
4,087,500
32.7%

民生費
4,087,500
32.7%

民生費
4,087,500
32.7%

地方交付税
 2,813,700
22.5%

地方交付税
 2,813,700
22.5%

地方交付税
 2,813,700
22.5%

総務費 2,545,093
20.4%

総務費 2,545,093
20.4%

総務費 2,545,093
20.4%

国庫支出金
1,250,021
10.0%

国庫支出金
1,250,021
10.0%

国庫支出金
1,250,021
10.0%

衛生費
1,280,690
10.2%

衛生費
1,280,690
10.2%

衛生費
1,280,690
10.2%

教育費
1,123,112
9.0%

教育費
1,123,112
9.0%

教育費
1,123,112
9.0%

公債費
1,013,577
8.1%

公債費
1,013,577
8.1%

公債費
1,013,577
8.1%

繰入金
821,595
6.7%

繰入金
821,595
6.7%

繰入金
821,595
6.7%

県支出金
998,238
8.0%

県支出金
998,238
8.0%

県支出金
998,238
8.0%

寄附金
771,130
6.2%

寄附金
771,130
6.2%

寄附金
771,130
6.2%

地方消費税交付金
765,000　6.1%
地方消費税交付金
765,000　6.1%
地方消費税交付金
765,000　6.1%

令和８年度　養老町一般会計当初予算
歳入歳出予算額　125億100万円

町債 
365,200
2.9%

町債 
365,200
2.9%

町債 
365,200
2.9%

単位：千円 単位：千円

土木費
697,043
5.6%

土木費
697,043
5.6%

消防費
841,048
6.7%

消防費
841,048
6.7%

商工費
224,952
1.8%

農林水産業費
 585,813
4.7%

議会費　 
91,997　0.7%

その他
10,175　0.1％

その他の内訳
予備費
労働費
災害復旧費

10,000
 135
40

その他の内訳

歳入項目の説明

民生費

総務費

衛生費

教育費

公債費

土木費

消防費

農林水産業費

商工費

議会費

その他

児童や高齢者、障がい者のための事業や
福祉施設の維持管理などにかかる費用

消防や救急、防災などにかかる費用

農林業・畜産の振興などにかかる費用

商工業・観光の振興などにかかる費用

町議会の運営などにかかる費用 

予備費・労働費・災害復旧費

庁舎の管理や財政、企画、税務、戸籍事
務などにかかる費用
健康増進、公衆衛生やごみの収集運搬な
どにかかる費用

国や金融機関から借り入れた町債（借金）
の返済金

学校教育、生涯学習、スポーツ振興など
の教育行政にかかる費用

道路、河川、住宅などの各種公共施設の
整備や維持管理などにかかる費用

歳出項目の説明

単位：千円単位：千円

町税

地方交付税

国庫支出金
・県支出金

繰入金

寄附金

地方消費税
交付金

町債

諸収入

使用料及び
手数料

繰越金

地方譲与税

その他

町民税、固定資産税など町へ納められた税

地方自治体が等しく行政サービスを行えるよ
うに一定の基準により国から交付されるお金

特定の事業を実施するために国や県から交付
されるお金

基金、特別会計などから繰り入れたお金

ふるさと納税や寄附によるお金

地方消費税の一部が、町の人口などに応じて
県から交付されるお金

事業を実施するために国や金融機関から借り
入れるお金

町の預金利子や各種講座参加費など

町の施設利用料や証明書発行手数料など

翌年度の財源として繰り越す｢決算上の余剰金｣

国税として徴収され、そのまま国から地方自
治体に譲与される税

分担金及び負担金、法人事業税交付金など

109,016
62,400
53,000
45,337
43,000

分担金及び負担金
法人事業税交付金
地方特例交付金
財産収入
株式等譲渡所得割交付金

32,100
6,500
2,100
1,921

配当割交付金
利子割交付金
環境性能割交付金
交通安全対策特別交付金

広報ようろう　2026.4.13



★
新
規
事
業（
一
部
新
規
を
含
む
）　

◆
拡
充
事
業

○
継
続
事
業

『
施
策
の
大
綱
Ⅰ　

魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
』

「
多
く
の
関
係
人
口
を
有
す
る
ま
ち
」、「
共

創
と
協
働
に
よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
」の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。
養
老
町
の
魅
力
を
積
極

的
に
発
信
し
、
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、

実
際
に
触
れ
、
関
わ
り
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
、
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
多
様
な
主
体
が
対
等
な
立
場
で

意
見
を
交
わ
し
、
地
域
の
未
来
を
共
に
考
え

る「
共
創
の
場
」を
形
成
し
ま
す
。

○
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ　

Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｒ　

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
事
業　
　
　

１
６
８
万
７
千
円

令
和
５
年
１
月
に
町
公
式
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

「
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ　

Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｒ　

Ｗ

Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
」を
設
立
し
て
以
来
、
町
内
外
を

問
わ
ず
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
登
録
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
会
員
数
の
増
加
を

図
る
と
と
も
に
、
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
パ
ー
ト

ナ
ー
や
町
内
の
各
地
区
と
の
協
働
に
よ
り
、

会
員
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
な

ど
、
関
係
の
深
化
を
目
指
し
ま
す
。

★
二
地
域
居
住
・
保
育
園
留
学
促
進
事
業　

９
９
０
万
円

子
ど
も
が
主
役
の
暮
ら
し
体
験「
保
育
園

留
学
」を
核
と
し
た
、
子
育
て
家
庭
が
本
町

の
魅
力
を
体
感
で
き
る
滞
在
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
り
、
子
ど
も
に
は
幼
少
期
に
大
自
然
に
触

れ
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
つ
環
境
を
、

家
族
に
は
仕
事
と
育
児
を
両
立
し
な
が
ら
、

多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
選
択
肢
を
、
そ

し
て
地
域
に
は
都
市
部
の
住
民
と
本
町
を
結

ぶ
家
族
ぐ
る
み
の
継
続
的
な
関
係
性
の
構
築

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
関
係
人
口
の

創
出
を
図
り
ま
す
。

★
地
域
共
創
推
進
事
業　
　

２
７
１
万
５
千
円

住
民
参
画
と
地
域
協
働
を
推
進
す
る
た

め
、
町
民
、
地
域
団
体
、
企
業
、
行
政
な
ど
、

多
様
な
主
体
が
対
等
な
立
場
で
意
見
を
交
わ

し
、
地
域
の
未
来
を
と
も
に
考
え
る「
共
創

の
場
」を
形
成
し
ま
す
。
勉
強
会
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
と
お
し
て
、
立
場
や
世
代

を
超
え
た
対
話
を
促
し
、
有
識
者
の
参
画
も

得
な
が
ら
、
地
域
課
題
の
解
決
や
新
た
な
付

加
価
値
の
創
出
へ
と
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

◆
移
住
定
住
促
進
事
業　
　

９
７
１
万
２
千
円

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
移

住
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
本
町
へ
の

移
住
定
住
の
促
進
を
図
り
、
若
者
世
帯
お
よ

び
三
世
代
同
居
・
近
居
世
帯
を
対
象
と
し
た

住
宅
取
得
や
孫
育
て
の
支
援
を
拡
充
し
ま
し

た
。

◆
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

１
，
９
４
８
万
８
千
円

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

地
域
協
働
の
担
い
手
で
も
あ
る「
地
域
自
治

町
民
会
議
」の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。
未
設

置
の
地
区
に
お
い
て
は
設
立
を
支
援
し
、
設

置
済
み
の
地
区
に
お
い
て
も
活
動
基
盤
強
化

の
た
め
、
引
き
続
き
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
今
の

異
常
気
象
に
よ

る
酷
暑
を
考
慮

し
、
熱
中
症
対

策
に
要
す
る
経

費
を
地
域
総
合

活
動
交
付
金
に

算
入
す
る
な

ど
、
支
援
を
拡

充
し
ま
し
た
。

○
日
独
交
流
事
業　
　
　
　

１
８
０
万
２
千
円

友
好
都
市
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
バ
ー
ト
ゾ
ー

デ
ン
市
と
の
相
互
の
友
好
関
係
を
構
築
す
る

と
と
も
に
、
国
際
理
解
の
深
化
を
目
的
と
し

て
、
文
化
交
流
を
行
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

バ
ー
ト
ゾ
ー
デ
ン
市
か
ら
の
派
遣
団
の
受
け

入
れ
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

★
埋
蔵
文
化
財
保
護
・
多
芸
七
坊
測
量
調
査
事
業

６
３
６
万
７
千
円

町
内
の
埋
蔵
文
化
財
を
保
護
す
る
た
め
に

調
査
を
実
施
し
、
本
町
が
誇
る
貴
重
な
歴
史

資
源
の
保
存
や
継
承
を
支
援
し
ま
す
。
今
年

度
は
、
喜
勢
遺
跡（
勢
至
寺
跡
）に
関
す
る
調

査
報
告
書
の
作
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

『
施
策
の
大
綱
Ⅱ　

未
来
を
担
う
人
づ
く
り
』

「
質
の
高
い
教
育
が
実
施
さ
れ
る
ま
ち
」、

「
子
ど
も
た
ち
が
健
全
に
成
長
で
き
る
ま

ち
」、「
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
多
様
な
主
体
が

活
躍
で
き
る
ま
ち
」の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
へ
の
誇

り
や
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
豊
か
な
心

を
育
め
る
よ
う
な
質
の
高
い
教
育
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
誰
も
が

活
躍
で
き
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

★
小
学
校
再
編
準
備
事
業　

６
６
０
万
８
千
円

こ
れ
ま
で「
養
老
町
学
校
の
あ
り
方
検
討

委
員
会
」で
協
議
さ
れ
た「
本
町
の
望
ま
し
い

学
校
教
育
環
境
に
つ
い
て
」の
答
申
を
踏
ま

え
、
今
後「
小
学
校
再
編
準
備
委
員
会
」お
よ

び「
専
門
部
会
」に
お
い
て
、
学
校
運
営
、
通

学
体
制
、
校
舎
整
備
、
跡
地
活
用
な
ど
に
つ

い
て
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

★
タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
補
助
事
業　

１
，
１
４
８
万
２
千
円

高
等
学
校
で
使
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

が
令
和
８
年
度
か
ら
自
己
負
担
と
な
り
、
保

護
者
負
担
が
増
加
す
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
中

学
校
卒
業
後
に
お
け
る
切
れ
目
な
い
支
援
と

し
て
、
新
年
度
高
校
入
学
者
に
対
し
、
学
習

用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
購
入
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

○
小
学
校
特
色
あ
る
学
校
教
育
推
進
事
業　

４
６
１
万
６
千
円

○
中
学
校
特
色
あ
る
学
校
教
育
推
進
事
業　

１
１
０
万
９
千
円

地
域
と
共
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
取

り
組
み
を
充
実
さ
せ
、「
ふ
る
さ
と
養
老
」へ

の
誇
り
と
愛
着
を
育
む
教
育
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
地
域
や
小
中
学
校
ご
と
に
実
施

し
て
い
る
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
紹
介
す
る

た
め
に「
教
育
・
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催

し
ま
す
。

　

新
年
度
の
主
要
施
策
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★
特
別
指
導
補
助
事
業　
　

２
１
６
万
８
千
円

学
校
行
事
で
あ
る
社
会
見
学
や
修
学
旅
行

に
お
い
て
旅
費
の
対
象
と
な
ら
な
い
経
費
を

補
助
し
ま
す
。
小
学
校
の
修
学
旅
行
に
お
い

て
、
児
童
数
の
減
少
に
よ
り
学
校
規
模
で
の

一
人
あ
た
り
の
経
費
に
差
が
生
じ
て
い
る
実

情
を
ふ
ま
え
、
過
度
な
負
担
差
が
生
じ
な
い

よ
う
、
バ
ス
借
り
上
げ
料
の
補
助
を
新
た
に

実
施
し
ま
す
。

◆
小
学
校
給
食
管
理
事
務　

８
，
４
７
３
万
４
千
円

◆
中
学
校
給
食
管
理
事
務　

３
，
３
９
１
万
５
千
円

学
校
給
食
費
軽
減
交
付
金
の
活
用
と
町
負

担
に
よ
り
、
小
学
校
の
給
食
費
を
無
償
化
す

る
と
と
も
に
、
中
学
校
の
給
食
費
に
つ
い
て

は
公
費
負
担
を
３
割
か
ら
５
割
に
拡
充
し
、

保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

★
総
合
体
育
館
維
持
管
理
費　

３
，
２
４
０
万
５
千
円

総
合
体
育
館
の
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
更

新
を
行
い
、
町
民
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
め
る
環
境
整
備
を
行
う
ほ
か
、
ル
ー
ル
改

正
に
対
応
す
る
た
め
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル

台
を
購
入
し
ま
す
。

○
愛
の
詩
募
集
事
業　
　
　

１
８
３
万
４
千
円

「
家
族
の
絆
」を
テ
ー
マ
と
し
た
詩
を
全
国

か
ら
募
集
し
、

親
孝
行
や
ふ
る

さ
と
を
愛
す
る

心
の
醸
成
を
図

り
ま
す
。

『
施
策
の
大
綱
Ⅲ　

安
心
・
安
全
な
生
活
基
盤
づ
く
り
』

「
み
ん
な
が
支
え
あ
い
、
健
康
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」、「
安
全
対
策
が
充
実
し
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。
多
様
な
健
康
づ
く
り
に
よ
り
、
地

域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
福
祉
施
策

を
進
め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
と
子
育
て
家

庭
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
・
児
に
対
す
る
各

種
福
祉
施
策
を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
防

犯
・
防
災
対
策
、
交
通
安
全
対
策
な
ど
を
充

実
し
、
安
全
で
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

★
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業　

22
万
９
千
円

近
年
課
題
と
な
っ
て
い
る
社
会
的
孤
立
や

ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、
仮
想

空
間
を
利
用
し
た
居
場
所
づ
く
り
や
支
援
体

制
づ
く
り
を
、
西
美
濃
地
域
の
市
町
と
連
携

し
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

★
母
子
世
帯
下
水
道
使
用
料
等
負
担
軽
減
事
業

91
万
６
千
円

物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
る
経
済
的
負
担
が

大
き
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る（
単
独
）母
子
世

帯
に
対
し
、
基
本
使
用
料
相
当
分
の
補
助
を

実
施
し
ま
す
。

◆
妊
婦
健
康
診
査　
　
　
　

９
８
７
万
５
千
円

多
胎
児
を
妊
娠
し
て
い
る
場
合
は
、
よ
り

頻
回
な
妊
婦
健
康
診
査
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま

す
。
妊
娠
期
間
中
に
お
い
て
も
心
身
と
も
に

健
康
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
通
常

の
審
査
費
用
助
成
14
回
に
３
回
分
の
追
加
助

成
を
行
う
こ
と
で
、
安
全
な
分
娩
と
健
康
な

お
子
さ
ま
の
出
産
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

★
母
子
保
健
事
業　
　
　
　

５
６
３
万
１
千
円

母
子
手
帳
の
交
付
や
乳
幼
児
健
康
診
査
、

育
児
相
談
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
今
年
度
よ

り
、
保
護
者
と
子
ど
も
が
安
心
し
て
就
学
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
心
身
お
よ
び

社
会
性
の
発
達
な
ど
の
確
認
を
行
う
５
歳
児

健
診
を
開
始
し
、
子
ど
も
の
特
性
に
合
わ
せ

た
適
切
な
支
援
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

◆
婚
活
支
援
事
業　
　
　
　

２
５
２
万
３
千
円

少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
結
婚

願
望
や
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
に
対
す
る
関
心

を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
地
域
少

子
化
対
策
重
点
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、
ラ

イ
フ
デ
ザ
イ
ン
・
結
婚
支
援
を
行
い
ま
す
。

中
学
生
を
対
象
に
保
育
体
験
を
実
施
し
、
子

ど
も
を
育
て
る
喜
び
や
意
義
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
、
将
来
の
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
自
分

ご
と
と
し
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
ま
す
。

★
公
立
認
定
こ
ど
も
園
等
関
係
事
務
事
業　

１
，
４
８
６
万
１
千
円

★
私
立
保
育
所
等
運
営
費
補
助
金　

１
，
２
１
６
万
７
千
円

公
立
園
に
お
い
て
は
保
育
業
務
支
援
シ
ス

テ
ム
の
運
用
開
始
に
よ
り
、
保
護
者
の
利
便

性
向
上
と
保
育
士
の
業
務
効
率
化
を
推
進
し

ま
す
。
併
せ
て
、
私
立
園
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
に
つ
い
て
も
支
援
を
行
い
、
保
育
現
場
の

環
境
向
上
を
図
り
ま
す
。

★
第
二
子
以
降
出
産
祝
金
支
給
事
業　

４
９
０
万
円

県
が
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い
た
第
二
子
以

降
出
産
祝
金
支
給
事
業
は
令
和
７
年
度
で
終

了
し
ま
し
た
が
、
子
ど
も
の
誕
生
を
祝
い
、

健
や
か
な
成
長
を
願
う
と
と
も
に
、
少
子
化

の
中
で
も
多
く
の
子
ど
も
を
育
て
る
家
庭
へ

の
支
援
と
し
て
、
町
単
独
で
支
給
を
継
続
し

ま
す
。

★
子
ど
も
子
育
て
事
務
事
業（
就
学
前
教
育
・
保
育

の
未
来
検
討
事
業
）　　
　
　

１
６
５
万
３
千
円

よ
り
良
い
就
学
前
教
育
・
保
育
の
環
境
づ

く
り
の
た
め「
養
老
町
就
学
前
教
育
・
保
育

の
未
来
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、
公
立
認

定
こ
ど
も
園
の
あ
り
方
な
ど
の
検
討
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
若
い
世
代
の
声
を
直
接
聴
き
、

子
ど
も
の
視
点
に
立
っ
た
施
策
を
反
映
す
る

た
め
、
町
内
在
住
、
在
学
の
中
高
生
が
気
兼

ね
な
く
意
見
交
換
で
き
る
機
会
を
創
出
し
ま

す
。

◆
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

２
，
８
７
５
万
１
千
円

親
子
の
居
場
所
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

従
来
の
３
カ
所
の
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
加
え
、
新
た
に「
出
張
ひ
ろ
ば
」を
開
設
し
ま

す
。
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
地
区
へ
も
支
援
の
輪
を
広
げ
、
未
就

園
児
の
保
護
者
が
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で

き
る
拠
点
を
増

や
す
こ
と
で
、

地
域
全
体
で
子

育
て
を
支
え
る

環
境
を
整
備
し

ま
す
。

◆
子
育
て
世
帯
支
援
事
業　

１
，
３
７
１
万
円

物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
る
保
護
者
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
中
学
生
以
下
の

子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
世
帯
を
対
象
に
子

ど
も
１
人
に
つ
き
５
千
円
分
の
ギ
フ
ト
カ
ー

ド
を
配
布
し
ま
す
。
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★
乳
児
等
通
園
支
援
事
業　

４
１
５
万
２
千
円

月
一
定
時
間
ま
で
の
利
用
可
能
枠
の
中

で
、
就
労
要
件
を
問
わ
ず
時
間
単
位
で
柔
軟

に
利
用
で
き
る
乳
児
等
通
園
支
援
事
業（
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
）を
実
施
し
、
多
様

な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
ま
す
。

★
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
生
活
応
援
事
業

１
億
２
７
０
万
１
千
円

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
、
物
価
高
騰
に
苦
し
む
シ

ニ
ア
世
代
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
65
歳

以
上
の
人
に
対
し
、
１
人
あ
た
り
１
万
円
の

ギ
フ
ト
カ
ー
ド（
商
品
券
）を
配
布
し
ま
す
。

★
水
防
管
理
費　
　
　

１
，
０
２
３
万
７
千
円

県
管
理
の
中
小
河
川
に
係
る
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
新
た
に
作
成
・
周
知
す
る
こ
と

で
、
町
民
の
災
害
リ
ス
ク
認
識
を
高
め
、
地

域
防
災
力
の
底
上
げ
を
図
り
ま
す
。

★
常
備
消
防
関
係
車
両
等
購
入
事
業

　

１
億
４
，
９
４
７
万
３
千
円

災
害
対
応
能
力

を
向
上
さ
せ
、
複

雑
多
様
化
す
る
災

害
に
対
応
す
る
た

め
、
救
助
工
作
車

を
更
新
し
ま
す
。

『
施
策
の
大
綱
Ⅳ　
　
　
　

　
　

活
気
あ
ふ
れ
る
基
盤
づ
く
り
』 

「
生
活
や
交
流
の
基
盤
が
整
っ
た
ま
ち
」、

「
多
様
な
産
業
が
活
発
な
ま
ち
」の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。
交
通
網
や
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
資
源
循
環
型
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
快
適
な
住
環

境
の
整
備
と
多
様
な
産
業
の
振
興
を
図
り
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
促
進
し
ま
す
。

○
地
域
公
共
交
通
計
画
推
進
事
業

　

４
９
７
万
３
千
円

養
老
町
地
域
公
共
交
通
計
画
に
基
づ
き
、

移
動
需
要
調
査
を
行
う
な
ど
、
公
共
交
通
の

さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上
の
た
め
に
取
り
組

み
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
効
率
的
な
公

共
交
通
の
構
築
を
行
い
ま
す
。

★
土
木
関
係
負
担
金　
　
　

１
７
１
万
５
千
円

町
内
に
あ
る
県
が
管
理
す
る
緊
急
輸
送
道

路
の
周
辺
の
立
木
を
伐
採
す
る
事
業
者
に
対

し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

★
上
水
道
事
業
会
計（
テ
レ
メ
ー
タ
ー
更
新
事
業
）

６
，
３
８
０
万
円

上
水
道
施
設
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
、
各

ポ
ン
プ
場
お
よ
び
配
水
池
な
ど
、
広
範
囲
に

及
ぶ
水
道
設
備
の
制
御
・
監
視
に
使
用
し
て

い
る
テ
レ
メ
ー
タ
ー
装
置
の
更
新
を
行
い
ま

す
。

★
下
水
道
事
業
会
計（
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
計
画
策
定
事
業
）　　

  

３
，
１
０
０
万
円

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
た

公
共
下
水
道
の
施
設
更
新
を
行
う
に
あ
た

り
、
計
画
の
策
定
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
施

設
に
お
け
る
劣
化
状
況
な
ど
の
現
状
調
査
を

行
い
、
計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

○
担
い
手
確
保
・
経
営
強
化
支
援
事
業　

５
，
４
２
３
万
４
千
円

農
業
の
持
続
的
な
発
展
に
不
可
欠
な
担
い

手
の
確
保
と
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た

め
、
新
規
就
農
者
や
認
定
農
業
者
を
支
援
し

ま
す
。

○
新
食
肉
基
幹
市
場
建
設
促
進
事
業（
用
地
取

得
関
係
事
業
）　　

  

１
，
８
０
２
万
７
千
円

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
食
肉
産
業
を
全

国
に
発
信
し
、
岐
阜
県
に
お
け
る
安
心
・
安

全
な
食
肉
の
持
続
的
か
つ
安
定
的
な
供
給
を

支
え
て
い
く
た
め
の
重
要
な
事
業
で
す
。
最

新
の
衛
生
基
準
を
満
た
し
、
環
境
に
も
配
慮

し
た
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
食
肉
産
業

の
振
興
・
発
展
に
加
え
、
養
老
ブ
ラ
ン
ド
の

強
化
や
雇
用
創
出
、
さ
ら
に
は
税
収
増
加
に

も
繋
が
り
ま
す
。
地
域
の
持
続
的
発
展
と
併

せ
、
よ
り
一
層
の
戦
略
的
推
進
を
図
り
ま
す
。

★
森
林
整
備
事
業
調
査
推
進
事
業
費　

５
２
５
万
４
千
円

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
適
切
な
森

林
整
備
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
森

林
経
営
管
理
制
度
に
基
づ
く
意
向
調
査
の
全

体
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

★
木
育
推
進
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

77
万
円

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
森
林
や
林

業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、「
木
」や「
自
然
」と
触
れ
合
え
る
木
育

体
験
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

○
特
産
ブ
ラ
ン
ド
認
証
・
促
進
事
業　

２
４
８
万
４
千
円

養
老
町
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
商
品
の
発

掘
や
開
発
を
推
進
し
、
特
産
ブ
ラ
ン
ド
認
証

品
と
し
て
町
内
外
に
向
け
て
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
で
、
ま
ち
の
活
性
化
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
り
ま
す
。

○
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業　

４
，
３
３
７
万
６
千
円

物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
生
活
者

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
地
域
内
消
費
の
拡

大
を
促
し
、
町
内
事
業
者
へ
の
支
援
を
行
う

た
め
、
地
域
通
貨「
養
老
Ｐ
ａ
ｙ
」を
活
用
し

て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
を
実
施
し
ま

す
。



会　計　名
令和８年度
当初予算額

令和７年度
当初予算額

比　　較

増 減 額 増 減 率

一　般　会　計

総　計

国 民 健 康 保 険

簡 易 水 道

食 肉 事 業 セ ン タ ー

住宅新築資金等貸付

介 護 保 険 事 業

介 護 サ ー ビ ス 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

計

上 水 道 事 業

下 水 道 事 業

計

特　

別　

会　

計

企
業
会
計

単位：千円

12,501,000

3,127,500

35,200

132,200

1,000

2,901,800

22,200

604,300

6,824,200

746,100

576,700

1,322,800

20,648,000

12,883,000

3,279,600

84,000

138,600

1,200

2,974,300

20,700

516,800

7,015,200

1,017,200

559,900

1,577,100

21,475,300

-382,000

-152,100

-48,800

-6,400

-200

-72,500

1,500

87,500

-191,000

-271,100

16,800

-254,300

-827,300

-3.0%

-4.6%

-58.1%

-4.6%

-16.7%

-2.4%

7.2%

16.9%

-2.7%

-26.7%

3.0%

-16.1%

-3.9%

『
施
策
の
大
綱
Ⅴ　

行
政
経
営
機
能
の
強
化
』

「
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
行
し
、
実

現
で
き
る
ま
ち
」の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
行
し
、
成
果
を

あ
げ
て
い
く
た
め
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運

営
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
社
会
環

境
の
変
化
や
新
た
な
課
題
の
発
生
な
ど
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
、
行
政
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
機
能
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

○
総
合
窓
口
受
付
案
内
事
業　
　

２
８
６
万
円

庁
舎
ロ
ビ
ー
に
総
合
窓
口
を
設
置
し
、
各

種
窓
口
へ
の
案
内
を
行
う
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
配
置
す
る
こ
と
で
、、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業　

３
億
７
４
６
１
万
８
千
円

町
外
か
ら
の
観
光
客
が
焼
き
肉
店
の
食
事

な
ど
で
利
用
で
き
る「
現
地
決
済
型
ふ
る
さ

と
納
税
」を
昨
年
末
に
新
た
に
導
入
し
、
周

知
・
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の

人
の
目
に
触
れ
、
本
町
の
魅
力
を
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
返
礼
品
の
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
の

改
善
を
行
う
と
と
も
に
、
返
礼
品
事
業
者
と

連
携
を
密
に
し
、
新
た
な
返
礼
品
の
出
品
を

推
進
す
る
こ
と
で
、
関
係
人
口
創
出
の
入
口

を
担
う
ツ
ー
ル
と
し
て
最
大
限
活
用
し
て
い

き
ま
す
。

令和８年度　会計別予算



まちのまちの話題 い ろ
い ろ

　３月５日（木）に養老町生活学校より、公共施設を利用する身
体の不自由な人を支援するために車椅子１台を寄贈していただ
きました。町生活学校は、環境を守るための活動や福祉活動など、
身近な生活課題の解決に向け、多岐にわたり取り組んでいます。
なお、車椅子の寄贈は平成12年から毎年継続して行われています。
　川地憲元町長は「毎年、継続して寄附いただき、大変感謝して
います。いただいた車椅子は公共施設を利用される身体の不自
由な人の助けとなっています。今後も様々な場面で地域の問題
解決のためにお力添えいただきたいです」と謝辞を述べました。
　寄贈いただいた車椅子は、公共施設において貸出用として設
置します。

継続してきた“自分たちにできること” 継続してきた“自分たちにできること” 

　東海ろうきんカップ 第58回中日旗争奪 岐阜県少年サッカ
ー選手権大会において、第３位に入賞した養老キッカーズの
キャプテンである大倉颯士選手が、その報告をするためにチ
ームを代表して２月27日（金）に川地憲元町長を訪問しました。
　川地町長は「優勝まであと一歩というところで、嬉しさと
悔しさとあるかと思いますが、仲間とともにサッカーをして
得た経験は、必ず大人になってから生きてくるものだと思い
ます」と話すと、大倉選手は「キャプテンとして出場し、チー
ムみんなで掴み取った３位という結果は本当に嬉しいです。
サッカーができるように協力してくれる家族や監督、チーム
メイトへの感謝を忘れず、これからもプレーしたいです」と
感謝を述べました。

忘れない感謝の心忘れない感謝の心

　３月７日（土）に町中央公民館 中ホールにて「第４回　地
域住民が主体となった健康づくりフォーラムin養老」が開催
され、地域で進めている健康増進の取り組みについて情報
を共有しました。
　今回はがん予防をテーマとして、町保健センターによる
町民の健康状態と健康課題についての報告、町社会福祉協
議会と日吉地域自治町民会議による健康増進の取り組み事
例の紹介、「肝臓がんと脂肪肝」と題したあいはら医院の山 
剛基先生による講演がありました。参加者は、心臓や腎臓
と並ぶ大切な臓器である肝臓が、しっかりと役目を果たす
ことができるよう、負担を減らし、いたわっていくために
気を付けるべきことを肝に銘じました。

健康を維持するために “肝心なこと”健康を維持するために “肝心なこと”

　第37回都道府県対抗全日本中学生ソフトテニス大会と
第11回全国ミズノカップジュニア選抜ソフトテニス選手
権大会へ出場する稲垣

あ み

亜瞳選手（GifuTed所属）が、３月５
日（木）に川地憲元町長を訪問しました。
　川地町長は「２つの全国大会への出場、誠におめでとう
ございます。練習は嘘をつきません。これからも努力を続
けて、またいい報告を聞かせに来てください」と激励し、
稲垣選手は「個人でも団体でも去年よりいい成績を目指し
ます。団体戦ではキャプテンとしてチームをまとめて、み
んなで勝利を掴み取りたいです。ソフトテニスで日本一の
メダルを獲得することを目標として取り組んでいきたいで
す」と抱負を語りました。

ソフトテニスで日本一になるその日までソフトテニスで日本一になるその日まで
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　３月10日（火）に町公式ホームページをリニューアルしました。
利用される皆さまにとって、見やすく利便性の高いものとするた
めデザインを一新し、便利な機能を追加しました。併せて、スマー
トフォンやタブレット端末からアクセスしたときにでも快適にご
利用いただくことができるようになりました。
　構成やレイアウトを見直したことで、必要な情報が素早く簡単
に見つけられるようになったことに加え、緊急情報や子育て・イ
ベント情報などを分かりやすく掲載しています。また、ページ番
号検索機能を追加し、広報紙に掲載されているページ番号を入力
するだけで簡単に記事を探すことができるようになりました。
　今後も内容の充実した、分かりやすく使いやすいホームページ
の運営を目指していきますので、ぜひご活用ください。

企画財政課　☎32－1102

産業観光課　☎32－1108

　町では、サテライト空き家相談事業として空き家に関しての悩みがある人などを対象に個別相談を開催しています。
無料相談を希望する人は、建設課までお問い合わせください。

【対象者】　町内空き家所有者など
（空き家所有者、今後相続などにより空き家の所有者になりそうな人、現在の住まいが空き家となる心配のある人など）

【日時・場所】　５月21日（木）13時30分～ 16時30分　町役場３階第４会議室　にて開催します。

【予約】　事前予約が必要です。受付期間は４月30日（木）までとなりますので、平日９時から17時までに建設課窓口また  
　　　は電話にて予約してください。

建設課　☎32－5081

　２月17日（火）に令和７年度養老町農業功労者の表彰式が行われました。表彰を受けられたのは次の皆さまです。

受賞者【敬称略】
＜農事改良組合功労者＞
　髙木 誠二、原田 盛將、水野 重夫

＜土地改良事業功労者＞
　水谷 英重、佐竹 晴佳（代理　佐竹 あや子）、
　飯田 伸二
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●４月の開設日
　開設日　４月12日（日）　受付時間　９時～ 11時45分　受付場所　住民環境課窓口
※予約制ではありますが、手続きには１人あたり15分ほど時間を要しますので、時間に余裕をもってお越しください。

●持ち物　＜カ ー ド の 申 請＞　個人番号カード交付申請書（お持ちの人のみ）、通知カード、
　　　　　　　　　　　本人確認書類
＜カードの受け取り＞　交付通知書（はがき）、通知カード、住民基本台帳カードまたは　　
　　　　　　　　　　　マイナンバーカード（お持ちの人のみ）、本人確認書類

　　　　　＜電子証明書更新、暗証番号再設定＞　マイナンバーカード

マイナンバーカードの申請、受け取り、電子証明書更新などの手続きについて、下記の日程で休日窓口を開設します。
休日窓口は完全予約制で、平日の８時30分から17時15分まで電話にて予約を受け付けします。

システムのメンテナンスなどで日時が変更になる場合があります。町ホームページでご確認ください。

　スマートフォンやパソコンなどを使って、既に送付されている個人番号カード交付申請書のＱＲコードを読み取り、マ
イナンバーカードオンライン申請サイトにアクセスし、メールアドレスや顔写真などの必要事項を登録することでマイナ
ンバーカードの交付申請をすることができます。詳しくは「ＱＲコード付き交付申請書でマイナンバーカードをつくろう！
https://www.kojinbango-card.go.jp」をご覧ください。

※必ず本人が窓口にお越しください。
なお、15歳未満の人または成年被後見人には、その法定代理人が同行してください。
※マイナンバーカードの申請や受け取り時に暗証番号を記入していただきます。事前に暗証番号（英数字６桁以上16桁以
内および数字４桁）を決めておいてください。

【マイナンバーカードに関する手続きについて】

【マイナンバーカードの申請について】

次回の休日窓口開設日は５月10日（日）です。※予約は４月13日（月）８時30分から受け付けします。

　
ようろうちょう

養老町では、まだ
に ほん ご

日本語が
ふ な

不慣れな
がいこくじん

外国人であっても
あんしん

安心して
く

暮らせるよう、
にちじょうせいかつ

日常生活のお
こま

困りごとを
そうだん

相談でき

る
まどぐち

窓口を
かいせつ

開設します。
そうだん

相談は
む りょう

無料ですが、
じ ぜん よ やく

事前予約が
ひつよう

必要です。

■相談できる時間　　　毎月　第３木曜日　13時30分～ 16時30分
■相　談　場　所　　　毎月開催する場所が変わりますので
　　　　　　　　　　　右記QRコードまたはご予約の際にご確認ください
■相談できること　　　・日常生活に関すること
　　　　　　　　　　　・町役場での手続きや窓口の案内
　　　　　　　　　　　・役立つ情報の提供

外国人相談窓口について
（町ホームページ）

　相談員が、通訳オペレーターとの三者間通話や翻訳機を
使って相談に応えます。

通訳オペレーター 役場窓口外国人相談者

　相談員が、通訳オペレーターとの三者間通話や
翻訳機を使って相談に応えます。

外国人相談予約専用電話

☎070－6466－3885
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住民環境課　☎32－1104問

狂犬病予防法により、飼い犬には登録（生涯に一度）と年１回の狂犬病予防注射が義務付けられており、犬を飼い始めた
ら30日以内に登録をしなければいけません。（生後90日以内の子犬は90日を過ぎてから）
町では、令和８年度の狂犬病予防集合注射を次の日程表のとおり実施しますので、犬を飼っている人は最寄りの会場で
飼い犬への予防注射を受けてください。

＜注意点＞
対　象　生後90日以上の犬
手数料　諸経費の値上げに伴い、令和８年度より下記のとおり注射料金が変更となります。

予防接種後にお渡しする注射済票（新規登録犬は鑑札も）は犬が行方不明になったときや事故にあったときなどに飼い主
を捜す手がかりとなります。また、野犬捕獲で捕まった際の識別にも必要です。首輪などにつけてわかりやすくしておい
てください。
※登録のある犬の飼い主には、予防注射の案内を通知します。通知書は必ず会場に持参してください。
※また、通知書は再発行しませんので、なくさないようご注意ください。

新規登録も一緒に手続きする場合は、新規登録手数料3,000円を合わせてご持参ください。
※おつりのいらないようにご協力ください。

期日 実施場所 時間 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

５月11日（月）

５月12日（火）

５月13日（水）

５月14日（木）

９時30分～ 10時15分
10時45分～ 11時15分
13時～ 13時45分

14時15分～ 15時15分
９時30分～ 10時
10時20分～ 11時
11時20分～ 12時
９時30分～ 10時05分
10時25分～ 10時55分
11時20分～ 11時50分
９時30分～ 10時15分
10時35分～ 11時20分

 町中央公民館 第２駐車場
 大悲閣
 上多度公民館（上多度プラザ）
 笠郷公民館（就業改善センター）
 広幡公民館
 養老ニュータウン
 池辺公民館
 小畑公民館
 日吉公民館 室原分館
 日吉公民館
 高田公民館（産業文化会館）
 町役場

 旧料金 新料金  
注射料金   

注射済票交付手数料  
合計  

2,950円

550円

3,500円

2,650円

550円

3,200円
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　毎月20日から末日に水道メーターを検針し、使用量から水道料金などを算出しています。正確かつスムーズに検
針を行えるよう、検針期間中は次のことにご協力ください。

・メーターボックスの上には物や自動車などを置かないでください。
・屋外で飼育しているペットは出入口やメーターから離れた場所に繋いでください。
・草木が生い茂る時期には、メーターボックス周辺の草木は刈りこんでください。
・メーターの数字が確認できるよう、泥などが入り込んでいる場合は清掃をしてください。

　いつもと使用状況が変わっていないのに、使用水量が普段に比べて多い時は、
漏水の可能性があります。漏水は、メーターを見ることで簡単に調べることがで
きますので、一度ご確認ください。
【漏水確認方法】
①宅内すべての蛇口を閉めてください。
②メーターボックスを開けて、メーターのパイロット（銀色の羽根車）を確認して
ください。
・パイロットが回っていない⇒漏水ではありません。
・パイロットが回っている⇒どこかで漏水している可能性があります。

◆漏水している場合は、早急に「養老町指定給水装置工事事業者」に連絡して修繕
を依頼してください。漏水をそのまま放置しておくと、多額の水道料金が請求
されるだけでなく、様々な事故やトラブルの原因となります。

＜水道メーターの一例＞

令和８年度　高度処理型合併処理浄化槽設置の補助金制度について

水道検針にご協力お願いします

水道の宅内漏水にご注意ください

パイロット

　町では、汚水処理性能が高く環境への負荷が少ない高度処理型合併処理浄化槽（以下、合併浄化槽という）の設置
を促進するため、合併浄化槽を設置する人に対して設置工事費の一部を補助しています。公共下水道等区域外にお
いて、単独処理浄化槽やくみ取り式便所から入れ替えなどにより、自己の居住する住宅に合併浄化槽を新たに設置
する場合、次のとおり補助金を交付しますので、ぜひご活用ください。

〇補助金額

５人槽：360,000円、７人槽：462,000円、10人槽：585,000円
※設置工事費が補助金額を下回る場合は、設置工事費を上限として補助します。
　なお、既に合併浄化槽が設置されている家屋の建て替え・増築などの場合には
　補助対象外となります。

補助金を受けるための要件などについて、詳細は町ホームページにてご確認ください。

浄化槽補助金の
交付について

（町ホームページ）

給水・下水道
指定事業者一覧
（町ホームページ）

＜水道メーターの一例＞



“持続可能な養老のまちづくり”“持続可能な養老のまちづくり”“持続可能な養老のまちづくり”

　ごみの量を減らすために自分でできることから始めましょう。生ごみの水分量は約80％です。ごみとして出す前に、しっ
かり水を切りましょう。
家庭の生ごみ処理について
　密閉できるフタがついており、生ごみが分解される際に出た液を出す排出口がある専用の
バケツを使用し、生ごみを肥料に変えることができます。
①生ごみは水分を十分切り、早めにバケツへ入れる
②ＥＭボカシを生ごみにまんべんなくかける（夏場は多めに）
③空気に触れないようにしっかりとフタをし、密閉する（虫が湧かないようにする）
④バケツの下に溜まった液（発酵液）は毎日抜く
※発酵液は1000倍に薄めることで肥料として利用でき、排水溝へ流すことでぬめりを取ってくれます。その日のうちに
使いましょう。
◎生活と環境を考える会では、少しでもごみの量を減らす取り組みとして、この専用バケツを市販の半額程度で販売しています。
生ごみ堆肥の活用について
畑や庭で
　ＥＭ生ごみ堆肥を畑の畝と畝の間に入れ、土とよく混ぜ合わせます。専用バケツから
出した時点では生ごみは形が残ったままですが、土に入れることで分解します。
（夏は10日程度、冬は１カ月程度）
プランターで
　プランターの下層に土を入れ、その上に土とよく混ぜ合わせたＥＭ生ごみ堆肥を入れます。さらにその上に土を被せ、
１カ月程度経過してから種や苗を植えてください。
ボカシの効力
①生ごみなどの有機物の分解　②土壌微生物の活性化　③作物の活性化　④汚水の浄化
～ご報告～
　２月６日（金）に開催した「生ごみ減量のために町民公開講座」には95人の参加がありました。米のとぎ汁や天ぷら油が
水を汚す大きな原因となっているため、米のとぎ汁の有効利用を推奨するとともに、天ぷら廃油の回収を実施し、この日
は50Lの廃油を回収しました。

　養老町も人口減少、少子高齢化の波が押し寄せています。町民自治会議の推進などにより、それぞれの地区で地域課題に向
き合っていますが、まさに「養老の持続可能なまちづくり」のために一人ひとりの行動が求められてきているように思います。

　町では、有害ごみ（蛍光灯・水銀を使用している体温計や茶碗、湯飲みなどの陶磁器類、乾電池）を年４回収集しています。
ごみカレンダーやごみ分別アプリ「さんあ～る」において、地区ごとの収集場所、搬入指定日、収集時間を確認して出して
ください。
　なお、有害ごみを出すときには以下の事項にご注意ください。
【収集するもの】
　蛍光灯（LED除く）、体温計（水銀式）、陶磁器類、乾電池
　（それぞれ分別して出してください。電球とLEDは燃やせないごみです。乾電池にはボタン電池も含みます）
　※有害ゴミの収集場所は、通常ご利用いただいている一般ゴミの集積所とは異なりますのでご注意ください。
【搬入時間】
　指定日前日の15時～ 18時、指定日当日の７時～９時

ごみ分別アプリ「さんあ～る」のインストールはこちらから→

iPhoneなどの
iOS端末用

Android
端末用

陶磁器類・蛍光灯などの有害ごみを集めます



下水道等（公共下水道、農業集落排水、コミュニティ・プラント）使用料を下記のとおり改定することとなりましたので、
お知らせします。
１．改定後の使用料（税込）

２．改定使用料の適用日：６月１日（月）から ※７月請求分（６月使用分）から適用
※ただし、６月１日以前より継続して使用している場合は、経過措置として８月請求分（７月使用分）から適用となります。
３．改定理由
当町の下水道等事業は、下水道等を使用している皆さまからいただく使用料収入によって、経
営に必要な経費をまかなう独立採算制を原則として経営していますが、昨今の人口減少などによ
る使用水量の減少に伴う減収や、電気料金などのエネルギー価格および物価高騰などによる支出
の増加により、現状では使用料収入で維持管理費さえまかなえておらず、町の一般会計から補て
んされています。さらに、今後更新時期を迎える設備の更新財源を確保する必要もあります。
今回の改定は、経営基盤の強化を目的とし、使用料を改定するものです。今後につきましても、
使用料の適正化について上下水道事業経営審議会において継続的に審議を行ってまいります。

基本料金（１月につき） 
超過料金（１㎥につき） 

水 量 使用料 

10㎥まで 2,860円 192円 

　令和８年度の国民年金保険料は、月額17,920円です。
令和８年度の学生納付特例が始まります
　日本国内に住むすべての人は20歳になった時から国民年金の被保険者となり、保険料の納付が義務付けられています
が、学生には申請により在学中の保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」が設けられています。学生納付特例は受
けようとする年度の前年の所得が基準以下（128万円+扶養親族等の数×38万円+社会保険料控除など（申請者本人のみ））
である学生が対象です。なお、家族の所得の多寡は問いません。
　学生納付特例制度は、４月から翌年３月までで毎年度申請が必要です。基礎年金番号またはマイナンバーがわかるもの、
学生証（有効期限などが記載されているもの）または在学証明書（原本）を持って、住民環境課にて申請してください。なお、
マイナポータルから電子申請をすることも可能です。
　令和７年度に学生納付特例制度で納付猶予している人で、引き続き在学予定の人には、ハガキ形式の学生納付特例申請
書が日本年金機構より送付されます。令和８年度も納付猶予を希望する人は、送付されたハガキに必要事項を記入して返
送してください。ただし、学校などの変更があった場合は、再度申請書の提出が必要となります。

大垣年金事務所　☎78－5166
住民環境課　　　☎32－1104

問

令和８年７月請求分より
下水道使用料が変わります
（町ホームページ）



　ファミリー・サポート・センター事業は、子育てを手伝ってほしい人（依頼会員）と子育てのお手伝いをしたい人（提供会員）が
互いに会員となり、地域で支え合う相互援助活動です。提供会員に登録できる「子育てサポーター養成講座」は子育てに興味があ
る人なら誰でも受講可能です。あなたの経験とスキルを活かして、サポート活動に一歩踏み出してみませんか？

◆子育てサポーター養成講座

【第１回】 
５月14日(木) 
10時～12時 

子育て支援サービス
を提供するために 【第７回】 

 
10時～12時 

救急救命講習と
事故防止 

【第２回】 ５月29日(金) 
10時～12時 

心の発達とその関わ
り方・障がいのある
子の預かり 

【第８回】 10月 22日(木) 
10時～12時 

小児看護の基礎
知識 

【第３回】 ６月４日
(木) 

10時～12時 身体の発達と病気 【第９回】 11月 12日
(木) 

10時～12時 
子どもの生活へ
のケアと援助 

【第４回】 
６月18日(木) 
10時～12時 子どもの遊び 【第10回】 

11月 27日(金) 
10時～12時 

児童虐待と社会
的養護 

【第５回】  
10時～12時 

事故による子どもの
傷害 

【第11回】 12月 16日(水) 
10時～12時 

子どもの栄養と
食生活 

【第６回】  
10時～12時 保育の心 【第12回】 １月 14日(木) 

10時～12時 
リスクマネジメ
ント・閉講式 

定  員 10人 ※定員になり次第締切 参 加 費 無料（要申込） 
開催場所 町中央公民館 
申込方法 電話または町ホームページからメールにより申し込みください 

備  考 
全12回修了で提供会員に登録できます。一部講座のみの参加も可能です。 
講師は各回で変わります。  
都合により内容を変更する場合があります。 

【募集講座】　介護職員初任者研修、介護福祉士実務者研修など
【場　　所】　講座により異なります
【応募資格】　県内にお住まいのひとり親
【受講料金】　無料（テキスト代、検定料などは自己負担となります）
【申込方法】　西濃県事務所福祉課（☎73－1111）へ申請書を持参または郵送してください
【申込期間】　４月３日（金）～ 21日（火）必着

　詳細は、岐阜県ひとり親家庭等就業・自立支援センターホームページ（右記ＱＲコード）にて
ご確認いただくか、下記あてお問い合わせください

岐阜県ひとり親家庭等
就業・自立支援センター

ホームページ

　県では、生みの親の事故や病気、離婚などにより、家庭で暮らせなくなった子どもたちを、
児童福祉法に基づき、親に代わって養育する里親を募集しています。里親制度について関心の
ある人を対象として個別相談会を開催しますので、参加を希望する人は里親支援センターここ
ろへお申し込みください。

開催日時：５月13日（水）14時～ 16時（１世帯30分程度）
相談場所：町役場　３階第４会議室
※上記以外でも里親制度の個別説明に応じることも可能です。

里親制度について
（県ホームページ）

10月 15日(木)

９月２日(水)

７月３日(金)
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■
報
酬（
時
給
）　

１
，
１
９
１
円

■
勤
務
内
容　

事
務
作
業
な
ど

③
こ
ど
も
園
看
護
師
・
准
看
護
師

■
報
酬（
時
給
）

　

看
護
師　
　

１
，
５
７
０
円
、

准
看
護
師　

１
，
５
１
２
円

■
勤
務
内
容　

特
別
な
支
援
を
必
要
と

す
る
園
児
の
サ
ポ
ー
ト

■
必
要
資
格　
看
護
師
・
准
看
護
師
な
ど

④
こ
ど
も
園
保
育
教
諭（
ク
ラ
ス
担
任
）

■
報
酬（
月
額
）　

２
３
８
，
７
０
０
円

■
勤
務
内
容　

保
育
業
務

■
必
要
資
格　

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

〈
共
通
事
項
〉

■
勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日（
基
本
、

給
食
実
施
日
）園
と
職
種
に
よ
り
早

番
・
遅
番
、
土
曜
日
出
勤
あ
り（
時

間
に
つ
い
て
は
応
相
談
）

■
対
象　

健
康
な
人（
年
齢
不
問
）

■
募
集
人
数　

若
干
名

■
勤
務
地　

町
内
公
立
こ
ど
も
園

■
雇
用
期
間　
採
用
時
〜
令
和
９
年
３
月
末

（
条
件
を
満
た
す
場
合
、
再
度
の
任
用
あ
り
）

■
手
当　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
通

勤
手
当
、
期
末
勤
勉
手
当（
年
２
回
）あ
り

■
保
険　
原
則
、
健
康
保
険
・
労
働
保
険

な
ど
加
入（
雇
用
形
態
に
よ
り
応
相
談
）

■
必
要
書
類
な
ど　

履
歴
書（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）、印
鑑
、免
許
状
・

資
格
証
な
ど
の
写
し

■
申
込
期
限　

４
月
17
日（
金
）

問
申
子
ど
も
課　

☎
32

－

５
０
７
８

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
相
談
員

■
報
酬（
時
給
）　

１
，
６
６
５
円

■
勤
務
内
容　

児
童
の
養
育
・
子
育
て

家
庭
の
相
談
対
応
、
家
庭
訪
問
な
ど

■
勤
務
時
間　
月
〜
金
曜
日　

８
時
30
分
〜

16
時
30
分（
時
間
に
つ
い
て
は
応
相
談
）

■
対
象　
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
人

■
募
集
人
数　

若
干
名

■
勤
務
地　

町
役
場　

子
ど
も
課

■
雇
用
期
間　
採
用
時
〜
令
和
９
年
３
月
末

（
条
件
を
満
た
す
場
合
、
再
度
の
任
用
あ
り
）

■
手
当　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
通

勤
手
当
、
期
末
勤
勉
手
当（
年
２
回
）あ
り

■
保
険　
原
則
、
健
康
保
険
・
労
働
保
険

な
ど
加
入（
雇
用
形
態
に
よ
り
応
相
談
）

■
必
要
書
類
な
ど　

履
歴
書（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）、印
鑑
、免
許
状
・

資
格
証
な
ど
の
写
し

■
申
込
期
限　

４
月
17
日（
金
）

問
申
子
ど
も
課　

☎
32

－

５
０
７
８

留
守
家
庭
児
童
教
室
指
導
員

■
報
酬（
時
給
）　

１
，
２
０
３
円

■
勤
務
内
容　
放
課
後
保
護
に
欠
け
る
家

庭
に
か
わ
り
、
遊
び
を
通
じ
て
自
主
性
・

創
造
性
を
育
て
る
児
童
の
サ
ポ
ー
ト

■
そ
の
他　

放
課
後
児
童
支
援
員
認
定

資
格
保
有
者
優
遇

■
勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日　

14
時
30

分
〜
18
時
45
分
、
土
曜
日
・
夏
期
休

業
日
な
ど　

７
時
45
分
〜
18
時
45
分

■
募
集
人
数　

若
干
名

■
勤
務
地　

町
内
小
学
校

■
手
当　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
場

合
、
通
勤
手
当
あ
り

■
対
象　

健
康
な
人（
年
齢
不
問
）

■
雇
用
期
間　
採
用
時
〜
令
和
９
年
３
月
末

（
条
件
を
満
た
す
場
合
、
再
度
の
任
用
あ
り
）

■
必
要
書
類
な
ど　
履
歴
書（
市
販
の
も
の
に

写
真
貼
付
）、
印
鑑
、
資
格
証
の
写
し（
あ
る
場
合
）

■
申
込
期
限　

４
月
17
日（
金
）

問
申
教
育
総
務
課　

☎
32

－

５
０
８
５

■
募
集
人
数　

若
干
名

■
勤
務
内
容　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
業
務

■
勤
務
期
間　

毎
月
20
日
頃
〜
月
末

興
味
の
あ
る
人
は
水
道
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
申
水
道
課　

☎
32

－

５
０
８
２

５
月
25
日（
月
）に
開
催
さ
れ
る
鹿
児

島
県
薩
摩
義
士
頌
徳
慰
霊
祭
に
町
の
代

表
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
人
を

募
集
し
ま
す
。
過
去
の
参
加
者
か
ら
は

「
薩
摩
義
士
の
功
績
や
、
顕
彰
が
続
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
理
解
が
深

ま
り
ま
し
た
」と
い
う
声
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
薩
摩
義
士
の
故
郷
、
鹿
児

島
県
を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
程　

５
月
24
日（
日
）・
25
日（
月
）

■
応
募
資
格　
町
内
在
住
で
、
薩
摩
義
士

顕
彰
に
意
欲
の
あ
る
20
歳
以
上
の
人

■
募
集
人
数　

若
干
名

■
参
加
費　

必
要
経
費
の
う
ち
１
万

７
，
０
０
０
円
程
度

■
申
込　
応
募
用
紙（
町
教
育
委
員
会
に

備
え
付
け
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
い

た
だ
き
、
生
涯
学
習
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
書
類
選
考
後
に
面
接
を
実
施

し
、
参
列
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
申
込
期
限　

４
月
17
日（
金
）

問
申
生
涯
学
習
課　

☎
32

－

５
０
８
６

町
営
下
高
田
住
宅
Ｂ
棟

■
場
所　

高
田
６
９
８
番
地
５

■
戸
数　

１
戸

■
建
設
年
度　

平
成
５
年
度

■
構
造　

中
層
耐
火
構
造
３
階
建
・
戸

当
た
り
の
床
面
積
78
㎡
・
３
Ｄ
Ｋ

■
家
賃　

５
０
，
０
０
０
円

■
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
駐
車
料
金　

１
台
目
／
３
，
１
３
０

円
、
２
台
目
か
ら
２
，
０
８
０
円

町
営
岩
道
住
宅

■
場
所　

岩
道
４
５
８
番
地

■
戸
数　

６
戸（
Ａ
棟
１
戸
、Ｂ
棟
３

戸
、Ｃ
棟
２
戸
）

■
建
設
年
度　

Ａ
棟　

平
成
９
年
度
、

　
　
　
　
　
　

Ｂ
棟　

平
成
12
年
度
、

　
　
　
　
　
　

Ｃ
棟　

平
成
15
年
度

■
構
造　

Ａ
・
Ｂ
棟　

中
層
耐
火
構
造

３
階
建
、Ｃ
棟　

耐
火
構
造
２
階
建

戸
当
た
り
の
床
面
積
78
㎡
・
３
Ｄ
Ｋ

■
家
賃　

Ａ
棟　

４
万
１
３
０
０
円
、

　
　
　
　

Ｂ
棟　

４
万
６
５
０
０
円
、

　
　
　
　

Ｃ
棟　

４
万
９
０
０
０
円

■
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
駐
車
料
金　

１
，
５
６
０
円
／
台

〈
共
通
事
項
〉

■
入
居
資
格

・
現
在
、
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

・
入
居
者
お
よ
び
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
の
前
年
の
扶
養
控
除
を

差
し
引
い
た
月
額
所
得
が
15
万
８
０
０

０
円
以
上
48
万
７
０
０
０
円
以
下
の
人
。

●参加料が記載されていない事業は無料です。
TEL 32-1100㈹TEL 32-1100㈹ FAX 32-2686FAX 32-2686

養老町役場養老町役場



・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
入
居
者
お
よ
び
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

■
入
居
日　

申
込
か
ら
約
１
カ
月
後

問
申
改
良
住
宅
対
策
室

　

☎
32

－

５
０
７
９

〜
子
育
て
サ
ロ
ン
〜

　

乳
幼
児
と
保
護
者
が
一
緒
に
な
っ
て

楽
し
く
遊
べ
る
場
所
を
提
供
し
ま
す
。

■
日
時　

４
月
15
日（
水
）９
時
45
分
〜

11
時
30
分（
受
付
９
時
30
分
〜
）

■
場
所　

町
中
央
公
民
館

■
対
象　

未
就
園
児
と
保
護
者

■
定
員　

先
着
15
組
程
度（
予
約
不
要
・

当
日
受
付
順
）

問
町
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
34

－

３
５
０
４

〜
①
親
子
ラ
ン
ド
〜

　

カ
ラ
フ
ル
な
こ
い
の
ぼ
り
を
製
作
し
ま
す
。

■
日
時　
４
月
８
日（
水
）10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

未
就
園
児
と
保
護
者

〜
②
ス
マ
イ
ル（
製
作
）〜

　

親
子
写
真
の
飾
り
を
一
緒
に
作
り
ま

せ
ん
か
？（
母
の
日
製
作
）

■
日
時　
４
月
17
日（
金
）10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
２
階
わ

く
わ
く
ル
ー
ム
）

■
対
象　

未
就
園
児
と
保
護
者

〜
③
子
育
て
カ
フ
ェ　

す
ま
い
る
〜

　

手
作
り
缶
バ
ッ
ジ
ロ
ゼ
ッ
ト
を
一
緒

に
作
り
ま
せ
ん
か
。
缶
バ
ッ
ジ
に
入
れ

る
写
真
や
イ
ラ
ス
ト（
６
ｃ
ｍ
以
内
）を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
４
月
24
日（
金
）10
時
〜
11
時
30
分

■
定
員　

10
組

■
場
所　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
２
階
わ

く
わ
く
ル
ー
ム
）

■
対
象　

未
就
園
児
と
保
護
者

問
町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
児
童
館
）

　

☎
32

－

１
１
４
７

〜
つ
ば
め
食
堂（
こ
ど
も
食
堂
）〜

　

み
ん
な
で
食
べ
る
と
お
い
し
い
ね
。

食
べ
た
後
は
児
童
館
で
遊
ぼ
う
♪

　

今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は「
ハ
ン
バ
ー
グ

ラ
ン
チ　

ほ
か
」で
す
。

※

食
事
の
持
ち
帰
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
日
時　

４
月
18
日（
土
）12
時
〜

■
申
込
期
間　

４
月
６
日（
月
）〜

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
場
所　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
児
童
館
）

■
対
象　

中
学
生
以
下
の
お
子
さ
ま

（
小
学
３
年
生
以
下
の
お
子
さ
ま
は

保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
）

■
定
員　

30
人

■
参
加
費　
子
ど
も
は
無
料
。
同
伴
の
保

護
者
は
３
０
０
円（
当
日
、集
金
し
ま
す
）

問
申
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
結
」　

　

佐
野

　
☎
０
９
０

－

７
２
４
４

－

６
１
９
１

　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
児
童
館
）　

　

☎
32

－

１
１
４
７

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

fukushi-ct@
tow
n.yoro.gifu.jp

　

季
節
イ
ベ
ン
ト『
い
ち
ご
』の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

〜
①
こ
い
の
ぼ
り
あ
そ
び
〜

　

親
子
で
春
を
感
じ
ま
し
ょ
う
！

■
日
時　

４
月
22
日（
水
）10
時
〜
11
時

30
分（
受
付
９
時
30
分
〜
）

■
申
込
期
間　

４
月
７
日（
火
）〜（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
場
所　

町
中
央
公
民
館

■
対
象　

未
就
園
児
と
保
護
者

■
定
員　

10
組
程
度

■
参
加
費　

１
人
１
０
０
円

■
持
ち
物　
飲
料
水
な
ど
を
持
参
く
だ
さ
い
。

〜
②
第
１
回
よ
う
ろ
う
こ
ど
も
食
堂
〜

　

今
年
度
最
初
の
こ
ど
も
食
堂
で
す
。

み
ん
な
で
楽
し
く
食
べ
て
、
遊
び
ま
し
ょ

う
！
手
ぶ
ら
で
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

■
日
時　
５
月
９
日（
土
）こ
ど
も
食
堂　

11
時
30
分
〜
13
時
、
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば

　

食
事
後
〜
14
時（
受
付
11
時
15
分
〜
）

■
申
込
期
間　

４
月
17
日（
金
）〜

(
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す)

■
場
所　

町
中
央
公
民
館

■
対
象　

中
学
３
年
生
ま
で
の
お
子
さ

ま
と
家
族

■
定
員　

50
食
程
度

■
参
加
協
力
金　
子
ど
も
１
人
１
０
０
円
、

大
人
１
人
３
０
０
円（
当
日
、集
金
し
ま
す
）

〈
共
通
事
項
〉

■
申
込　

申
込
期
間
内
に

「ichigo_kosodate@
yahoo.co.jp

」

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ち
ご
専
用
メ
ー
ル)

へ

参
加
予
定
の
保
護
者
の
氏
名
、
お
子
さ

ん
の
名
前（
ふ
り
が
な
、
学
年
、
年
齢
）、

住
所
、
連
絡
先（
電
話
番
号
）を
明
記
の

う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

こ
ど
も
食
堂
へ
の
お
申
し
込
み
は
、
ア
レ

ル
ギ
ー
の
有
無
も
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

携
帯
電
話
か
ら
申
し
込
む

人
は
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
メ
ー
ル
を

受
信
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

問
申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ち
ご　

山
内
智
音 

　
☎
０
９
０

－

２
１
３
８

－

５
３
４
０

　

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
は
、
生
涯
学
習
と

し
て
注
目
さ
れ
、
老
若
男
女
問
わ
ず
楽

し
め
る
ゲ
ー
ム
で
す
。
健
康
づ
く
り
・

仲
間
づ
く
り
・
生
き
が
い
づ
く
り
と
し

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

７
月
７
日（
火
）〜
９
月
１
日

（
火
）毎
週
火
曜
日　

全
９
回　

９
時

50
分
〜
12
時
10
分

■
場
所　

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
大
垣　

２
階

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
研
修
所（
大
垣
市

三
塚
町
丹
瀬
４
６
３

－

１
）

■
定
員　

40
人
程
度（
先
着
順
）

■
対
象　

未
経
験
者
・
初
心
者（
原
則
、

定
期
受
講
で
き
る
人)

■
内
容　

マ
ー
ジ
ャ
ン
の
基
礎（
役
・

点
数
計
算
・
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
な
ど
）

■
参
加
費　

１
回
１
，
０
０
０
円（
た

だ
し
、
初
回
に
教
材
費
と
し
て
別
途

１
，
０
０
０
円
が
必
要
で
す
）

※
内
容
に
関
す
る
詳
細
は
、
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岐
阜
県
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
協
会

　

☎
51

－

９
４
９
０

　

４
月
18
日
は
日
本
歯
科
医
師
会
が
制

定
し
た「
よ
い
歯
の
日
」で
す
。
歯
の
健

康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
岐

阜
県
保
険
医
協
会
で
は
、
ヨ
イ
ハ（
４

月
18
日
）に
ち
な
み
、「
歯
の
な
ん
で
も

電
話
相
談
」を
実
施
し
ま
す
。
歯
科
医

師
が
歯
や
口
の
健
康
に
つ
い
て
疑
問
・

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

４
月
12
日（
日
）10
時
〜
15
時

問
岐
阜
県
保
険
医
協
会

　

☎
０
５
８

－

２
６
７

－

０
７
１
１

２
月
の
上
水
道
の
水
質
検
査
の
結
果

は
、
各
検
査
項
目
と
も
異
常
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

問
水
道
課　

☎
32

－

５
０
８
２







〒503-1316
岐阜県養老郡養老町押越37番地39(株)花の店カトー

フラワーギフト
営業時間

祝　日

定休日







町
民
文
芸

(

敬
称
略)

あ
り
が
と
う
六
十
二
年
連
れ
添
い
て
や
さ
し
く
い
つ
も
妻
と
歩
め
り　

大
橋
正
典

窓
に
見
る
数
羽
の
椋
鳥
旋
回
し
数
を
増
や
し
て
山
め
が
け
飛
ぶ　
　
　

村
上
や
す
子

連
日
の
疲
れ
が
に
じ
む
朝
礼
を「
ご
安
全
に
」昭
和
で
締
め
る　
　
　
　

河
村
紀
年

嫁
ぎ
来
て
身
な
り
を
構
ふ
時
間
亡
く
し
短
き
命
こ
ど
も
あ
ま
た
に　
　

山
本
重
孝

夫
共
に
い
つ
で
も
夢
を
合
唱
し
こ
れ
か
ら
先
も
明
る
く
進
む　
　
　
　

清
水
康
子

静
か
な
る
山
が
に
住
ま
い
朝
露
の
た
だ
跳
む
る
や
虹
色
の
玉　
　
　
　

大
橋
二
美

◆
ま
ほ
ろ
ば
短
歌
会

短
歌
を
一
緒
に
勉
強
し
た
い
と
希
望
さ
れ
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先　

大
橋
正
典　

☎
０
９
０

－

１
４
１
５

－

２
３
８
７

　毎年４月は20歳未満飲酒防止強調月間です。令和４年
４月に民法の成年年齢は18歳に引き下げられましたが、
お酒に関する年齢制限は20歳のまま維持されています。
20歳未満の人の飲酒は法律で禁止されています。

　カラスは２月頃より営巣活動を開始しています。カラスの巣が原因で停電が発生する事がありま
すので、発見した際にはチャットまたは電話にてご連絡ください。
○針金などの金属類で作られた巣は特に停電の原因となりやすいため、使用していない鉄製のハン
ガーは放置しないようお願いします。

○連絡いただく際に、地上から２ｍ程度の位置にある中電マークの番号札(電柱番号)を確認しておい
ていただくことで、場所の特定が容易となります。

○『カラスの巣確認済』テープ（黄色のテープ）が巻いてある電柱は、既に状況が確認できていますので、
連絡は不要です。

「停電情報お知らせサービス」のチャット機能から通報できます。
※通報には巣の写真や電柱番号、おおよその住所が必要となります。

不 動 産 登 記 推 進
イ メ ー ジ キ ャ ラ ク タ ー
「 ト ウ キ ツ ネ 」

相続登記の
義務化について

住所・名前の
変更登記の
義務化について

１．令和６年４月から、相続登記が義務化されています。
相続したことを知った日から３年以内に登記を！
義務化前に相続を知った不動産は令和９年３月末まで！

２．令和８年４月から、住所・名前の変更登記が義務化されました。
住所・名前の変更の日から２年以内に登記を！かんたん・無
料のスマート変更登記も利用できます。

岐阜いのちの電話
ホームページ

　いのちの電話は、生きるのに様々な困難をかかえ苦しんでいる人と心を通わせ、生きる力を取り戻されることを願い電
話やインターネットを使い相談活動をしています。相談員として一緒に活動する人を下記のとおり募集しています。
2026年度ボランティア相談員養成講座受講者募集
講座開催期間　６月～ 12月に14回開催　おおよそ土・日曜日の午後
説明会(ミニ傾聴講座)会場　　　４月18日（土）　14時～ 15時30分　OKBふれあい会館403号室
　　　　　　　　　　リモート　４月24日（金）　19時～ 20時30分
　　　　　　　　　　　　　　　５月15日（金）　19時～ 20時30分
養成講座申込締切　　　第１次：４月30日（木）　第２次：５月20日（水）
詳細は、岐阜いのちの電話ホームページ（右記QRコード）をご参照ください

ろ
ば
短
歌
会 町
民
文

町
民
文
芸

(

敬
称
略)

大垣税務署　☎78－4104問

岐阜地方法務局大垣支局　☎78－3347問



 　

定
年
退
職
を
待
た
ず
に
警
察
を
辞
め
、

新
宿
界
隈
で
探
偵
稼
業
に
勤
し
む
鬼
束
。

あ
る
ヤ
ク
ザ
の
馴
染
み
の
女
性
の
不
審

な
死
、
バ
ー
で
出
会
っ
た
男
の
失
踪
と

そ
の
行
方…

。
街
を
歩
け
ば
厄
介
な
依

頼
が
舞
い
込
み―

。

　

更
年
期
に
悩
む
52
歳
・
榊
冴
子
は
冴

え
な
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
。
あ
る

日
、
レ
ジ
で
迷
惑
客
を
撃
退
す
る
老
女

に
遭
遇
。
山
田
グ
ロ
リ
ア
と
い
う
名
の

彼
女
の
正
体
は
、
齢
72
に
し
て
凄
腕
の

殺
し
屋
だ
っ
た
！

　

内
向
き
で
控
え
め
な
サ
チ
コ
は
、
55

歳
で
長
年
勤
め
た
職
場
を
早
期
退
職
し
、

食
堂
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
た
。
気
の

い
い
店
主
夫
婦
や
ユ
ニ
ー
ク
な
お
客
さ

ん
た
ち
か
ら
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
人
生

の
あ
れ
こ
れ
を
学
び…

。

　

今
あ
る
中
高
年
像
は
時
代
に
合
っ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
ら
自
分
で
作
れ
ば

い
い
。
中
高
年
を
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
す

る
何
か
を
、
中
高
年
の
私
自
身
が
や
っ

て
み
た
い
の
で
す
。
60
歳
を
迎
え
た
著

者
が
自
ら
の
人
生
を
賭
し
て
書
い
た
生

き
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
。

　

知
ら
な
い
番
号
か
ら
届
く
メ
ッ
セ
ー

ジ
、
画
像
フ
ォ
ル
ダ
に
あ
る
覚
え
の
な

い
写
真
、
亡
く
な
っ
た
〝
あ
の
人
〞
の

声
が
流
れ
る
ス
マ
ホ…

。

　

あ
ひ
る
の
一
家
は
、
そ
ろ
い
も
そ
ろ

っ
て
、
う
ろ
お
ぼ
え
。
早
起
き
し
て
、

新
し
く
オ
ー
プ
ン
す
る
ス
ー
パ
ー
へ
向

か
っ
た
一
家
は
、
わ
く
わ
く
し
な
が
ら

行
列
に
並
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
気
づ

い
た
ら
豪
華
客
船
に
乗
っ
て
い
て…

。

●
読
み
聞
か
せ

　

毎
月
、
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
に
よ
る

読
み
聞
か
せ
が
あ
り
ま
す
。

た
ね
ど
ん
ど
ん　

第
１
・
２
・
４
土
曜
日

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ち
ご　

第
３
土
曜
日

お
は
な
し
て
ま
り　

第
２
日
曜
日

各
読
み
聞
か
せ
は
14
時
〜

場
所　

図
書
館
１
階
お
話
コ
ー
ナ
ー

●
大
人
向
け
の
お
は
な
し
会

　

大
人
の
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル「
ふ
き
の
と

う
」に
よ
る
大
人
向
け
の
読
み
聞
か
せ
で
す
。

日
時　

４
月
23
日（
木
）10
時
30
分
〜

場
所　

図
書
館
１
階
お
話
コ
ー
ナ
ー

●
赤
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
お
は
な
し
会
を

親
子
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

４
月
21
日（
火
）10
時
30
分
〜

場
所　

図
書
館
１
階
お
話
コ
ー
ナ
ー

●
タ
イ
ル
ビ
ー
ズ
コ
ー
ス
タ―

を
つ
く
ろ
う
！

日
時　

４
月
11
日（
土
）14
時
30
分
〜

場
所　

図
書
館
１
階

指
導　

児
童
館
職
員

参
加
費　

無
料

●
雑
誌
・
図
書
の
リ
サ
イ
ク
ル

　

図
書
館
で
保
存
期
限
の
切
れ
た
雑
誌
な
ど
を
皆
さ

ま
に
再
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
無
料
配
布
い
た

し
ま
す
。
欲
し
い
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
自
由
に

お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

期
間　

５
月
１
日（
金
）〜
６
日（
水
）　

時
間　

９
時
〜
17
時

場
所　

町
民
会
館 

展
示
室

日時：４月29日（水・祝）12時30分～ 16時30分
場所：町中央公民館 中ホール　※入場無料、申込不要です。

民俗芸能演目

　第42回特別企画：腹話術、手品、南京玉すだれ、相撲甚句
　通　年　演　目 ：琴、民謡、三味線、詩吟、剣舞、扇舞、民踊、養老薩摩義士踊り、オカリナ、ギター
　特　別　出　演 ：池辺こども園
　友　情　出　演 ：海津武術太極拳同好会

主催：養老町芸能協会
後援：養老町、養老町教育委員会

行
事
・
お
知
ら
せ

お
す
す
め
の
本

「
サ
チ
コ
」群 

よ
う
こ
／
著　

幻
冬
舎

「
じ
ゃ
あ
、
こ
れ
は
殺
人
っ
て
こ
と
で
」

香
納 

諒一／
著　

光
文
社

「
殺
し
屋
が
レ
ジ
に
い
る
」

榎
田 

ユ
ウ
リ
／
著　

講
談
社

「
呪
わ
れ
た
ケ
ー
タ
イ
」

ぁ
み
／
作　

金
の
星
社

「
う
ろ
お
ぼ
え
一
家
の
お
で
か
け
」

出
口 

か
ず
み
／
作　

理
論
社

「
死
ぬ
ま
で
落
ち
着
か
な
い
」

鶴
見 

済
／
著　

太
田
出
版

4月

町図書館
☎33-0215

休館日
４月６日(月)、13日(月)
20日(月)、27日(月)

30日(木)
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チキンのトマト煮〈主菜〉

作り方

　鍋１つで煮込む簡単ボリュームレシピです。肉の下味はこし
ょうのみですが、出来上がりの肉の表面に味をからめるように
すると、塩分少なめでもおいしく感じることができます。トマ
ト水煮缶を利用して、野菜もしっかりとれます。

材料（４人分）

Ａ

鶏もも肉 ・・・１枚（240g）
こしょう ・・・・・・・少々
小麦粉 ・・・・・・小さじ２
おろしにんにく ・・・・２㎝
玉ねぎ ・・・・・・1／２個
トマト水煮缶 ・・・・  200g

①　鶏肉はひと口大に切り、こしょうをふり、小麦粉をまぶす。
玉ねぎは薄切りにする。

②　鍋に①とA、おろしにんにく、トマト水煮缶を入れて水分
が少なくなるまで煮る。

③　器に盛り、ドライパセリと粉チーズをふる。

○
消
防
団
入
退
団
式
・
新
入
団
員
講
習
会

期
日　

４
月
５
日（
日
）

場
所　

町
総
合
体
育
館

○
郡
消
防
操
法
競
練
会

期
日　

６
月
21
日（
日
）

場
所　

町
中
央
公
民
館
駐
車
場

○
県
消
防
操
法
大
会

期
日　

10
月
25
日（
日
）

場
所　

岐
阜
県
消
防
学
校

○
郡
消
防
協
会
機
動
演
習
・
講
習
会

期
日　

12
月
６
日（
日
）

場
所　

北
部
ブ
ロ
ッ
ク

○
消
防
団
年
末
夜
警

期
日　

12
月
29
日（
火
）・
30
日（
水
）

場
所　

町
内

○
町
消
防
出
初
式

期
日　

令
和
９
年
１
月
10
日（
日
）

場
所　

町
中
央
公
民
館

　

３
月
１
日（
日
）か
ら
７
日（
土
）ま

で
の
１
週
間
は「
急
ぐ
日
も　

足
止
め

火
を
止
め　

準
備
よ
し
」を
防
火
標
語

と
し
て
、
春
の
火
災
予
防
運
動
が
全

国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
消
防
職
員
が
町
内
の
こ

ど
も
園
・
保
育
園
を
消
防
車
で
訪
問

し
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
、
消
防
車

へ
の
乗
車
や
防
火
衣
の
着
装
、
放
水

な
ど
を
体
験
し
、
最
後
に
は「
火
遊
び

は
絶
対
に
し
ま
せ
ん
」と
大
き
な
声
で

消
防
職
員
と
約
束
し
ま
し
た
。

令
和
８
年
度

町
消
防
団
主
な
行
事
予
定

園
児
と
約
束

「
火
遊
び
は
絶
対
に
し
ま
せ
ん
」

たんぱく質
11.6g

脂質
8.5g

●１人分栄養量
カルシウム
29㎎

食塩相当量
1.4g

野菜摂取量
75.0g

エネルギー
167kcal

　ケチャップ ・・・大さじ２
　ウスターソース・・大さじ１
　酒 ・・・・・・・大さじ１
　砂糖 ・・・・・・小さじ１
　固形コンソメ ・・・・１個
ドライパセリ ・・・・・適宜
粉チーズ ・・・・・・・適宜
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旅立ちの日

～飛び立とう、未来信じて～

養老町の子育てサイト
乗って守ろう
養老鉄道

子育てに関する情報が満載！
iPhone版 Android版 フィーチャーフォン

（ガラケー）版PC/スマホ版

養老町防災行政情報
■養老町防災アプリ

あんしん防災ネット
■養老町の防災情報メール配信

発
行
／
養
老
町
役
場

編
集
／
企
画
財
政
課

広
報
養
老
　
2026.4　

N
o.823

令
和
8年
4月
1日
発
行

〒
503-1392  岐

阜
県
養
老
郡
養
老
町
高
田
798番

地
  ☎ 0584-32-1100㈹

養
老
町

公
式
LINE

町ホームページ
町
観
光
協
会

インスタグラム
ス
マ
ホ
で
広
報
養
老
が
読
め
ま
す

養老町の子育て支援アプリ
妊娠から出産、育児までをフルサポート！

YouTube チャンネル
スマイルげんちゃんねる

※１　Fitbitの貸与プログラムも実施しています。希望する人は町保健センターまでお問い合わせください。

　なお、このアプリで町保健センターや町内の情報連携可能医療機関と情報を共有することができます。
連携の設定方法は、今後、ホームページなどでお知らせします。

　令和７年度末にサービスが終了した「YORO健康通帳」にかわる新サービスとして、
ヘルスケアアプリSaluDi（サルディ）を活用した健康サポート事業を開始します。
SaluDiは健康管理と生活習慣病の改善をサポートするパーソナルヘルスレコード
（PHR）管理アプリです。血圧や体重、体温、歩数などの日々の記録をFitbitなどの機器
連携※¹で記録したり、薬の服用情報など、さまざまな情報を記録することができます。
また、町内医療機関との連携を予定しており、今後、特定健診への活用のほか、取得デー
タを分析し、町独自の健康活動に役立てていきます。

【SaluDiをはじめよう】

❶アプリのダウンロード　右のＱＲコードからダウンロードしてください
❷ユーザー登録　　　　　メールアドレスが必要です
❸登録メールが届く　　　メールの認証コードをアプリに入力・送信してください
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　３月６日（金）に町内中学校で卒業証書授与式が行われ、高田中学校から103人、東部中学校から113人が希望を胸に
学び舎を巣立ちました。式の最後には、学校生活３年間の集大成として卒業生による合唱が披露され、恩師と在校生、
思い出の校舎に別れを告げました。
　式を終えたあとには、これまで過ごした３年間を仲間とともに懐かしみ、涙を浮かべながら別れを惜しむとともに、
それぞれに夢や希望について語り、輝かしい未来への誓いを交わしました。


